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子宮頸部上皮内病変

佐賀大 学 横 山 正 俊

　子宮頸部上皮内腫瘍 （CIN）は，子宮頸部異形成

お よび上皮内癌が含まれ
，

ベ セ ス ダ シス テ ム にお

ける扁平上皮内病変 （SIL）と も重 なる概念で あ

る．CIN1 （軽度異形成，　 low　SIL），　 CIN2 （中等度

異形成 high　slL），
　 clN3 （高度異形成お よび上皮

内癌，high　SIL）に分類 される．通常 は，子宮頸部

擦過細胞診に よる ス ク リーニ ン グ検査で 発見され

る．LS皿．以上 の 結果であれば，コ ル ポス コ ピーを

行い ，病変部か らの 狙い 生検で確定診断を行う．

ASC −US の 場合は，ハ イ リ ス ク HPV 検査 で 陽性

で あれば，同様 に取 り扱 う， コ ル ポ ス コ ピーで 異

常所見がみ られ ない 場合や 病変の 上限が確認で き

ない 場合は，頸管内掻爬を行う．細胞診と組織診

に乖離があるとき，浸潤癌が疑 われるが確定で き

ない 場合 な どに は 頸部円錐切除や LEEP が 行わ

れる．C］Nl は ， 6 か月 ご とに細胞診 と コ ル ポス コ

ピー
で経過観察を行 う．C］N2 は 3〜6 か月 ご とに

同様に経過観察するが ，1〜2年の 経過観察で 自然

消褪 しない場合 ， 患者本人の 強い 希望があ る場合 ，

継続的な受診が困難な場合には，妊娠女性以外 で

は治療を選択で きる．最近 ，
C］Nl ／2の 進展リ ス ク

評価 の ために HPV タ イピ ン グ検査 が，保険診療

で 行える よ うに なっ た．HPV16 ，18，31，33，35，
45

， 52， 58は進展 リス クが高 い た め
，

これ らが陽

性の 場合 も CIN2 で は治療が選択 で きる．　 CINI
で は，注意して 経過観察する．これ 以 外の HPV
タ イプ で あれ ば

，
C］Nl で は 12か 月 ご と，　 CIN2

で は 6 か 月ご とに経過観察する．CIN3 以上では，

治療の対象となるの は これ まで どお りで ある．

　これ らの 診断 管理の ポイ ン トに つ い て解説す

る．

HPV ワ クチ ン

藤 田保健衛生大学 藤 　井　多久磨

薤 　　層

　子宮頸が ん リス ク因子の 1つ として ヒ トパ ピ

ロ ーマ ウ イル ス （HPV ）感染が挙げ られ る．　 HPV
は現在 130種類程度の 型 に分類 されて い るが ，

こ

の 中で HPV 　16　・18型は発が ん リ ス クが 高 く，な

おかつ 浸潤がん におい て 検出頻度の 高い 型 と して

知 られ て い る．子宮頸 が ん に対す る HPV ワ ク チ

ン は こ の 16・18型の 感染を防御する こ とで，将来
の 子宮頸が ん発生を予防する ことに ある．我が 国
で は若年者の 子宮頸が ん の 8 割以 上 は HPV 　16 ・

18 型が検出 されるこ とも明 らか となっ て お り，妊

孕能温存の 立場か らも感染を予防する こ とは重要
で ある．HPV 感染経路は性交渉が主 となる こ とか

ら，性交開始年齢 よりも前に接種す るこ とが重要

で あ り，公費助成に よる接種対象年齢はそれを考

慮に い れた 設定とな っ て い る．こ の ワ クチ ン の 効

果 として，欧米で は 10歳台の HPV 　16・18型の 感

染お よび前がん病変として の上皮内腫瘍性病変の

罹患数減少 も報告されて い る．しか しなが ら，今

の とこ ろ浸潤が んが 減少 して い る との 報告 はみ ら

れて い な い ．

　 日本で は公費助成に よる接種 が平成 22年度か

ら子宮頸が ん等ワクチ ン接種緊急促進事業として

開始 され ， 平成 25年度よ り定期接種となっ た．し

か し
，

ワ ク チ ン接種後の 持続 的疼痛 に 関す る副反

応因果関係調査の ため ，積極的な勧奨が
一

時中止

され て い る （平成 25年 11月 15 日現在）．我が 国
にお い て ワ クチ ン 発売開始か ら平成 25年 7 月 31

日現在，医療機関に より報告 され た副反応 は 890
万回接種 に 1，404例，うち重篤な もの は 193例と

報告され て い る．

　今後，ワクチ ン に対す る正 しい 知識が浸透す る

に伴い ，高い ワクチ ン接種率が保持されれ ば，効

率の 良い 新 しい 子宮頸が ん検診法 も展 開される で

あろ う．将来，ワクチ ン と検診に よ り子宮頸がん

は予防可能なが ん になる と期待 され る．
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